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長池郵便局長池郵便局

長池

城
陽
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・
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和（なごみ）
魁（さきがけ）
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煌（きらめき）
〈通所リハビリテーション〉
居宅介護支援事業所 
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障害支援施設
翼（つばさ）
知的障害者デイサービス
センター あっぷ 

・
・

・

・

観音堂ホーム・

  

 
光（ひかり）
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児童日中一時支援事業所
 ちぇりー
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障害者就業・生活支援センターはぴねす
就労移行支援事業所さぴゅいえ
グループホーム宇治小倉ホーム
コミュニティカフェ
「S’APPUYER（さぴゅいえ）」
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城陽消防署
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障害者生活
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山城北圏域障害者総合
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・

・

・

・

・

グループホーム長池
企業主導型保育 すずの詩
・
・

城陽エリア（城陽市）

京都市中京区エリア

宇治エリア（宇治市） 島本町エリア（大阪府三島郡）

醍醐エリア（京都市伏見区）

京
奈
和
自
動
車
道

J
R
奈
良
線近

鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

24

24

・
・
・
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・

丸太町通

地下鉄東西線

京都御所

二条城

御池通

四条通

五条通

そらの詩保育園

もりの詩 保育園 丸
太
町

御
池

二
条

四
条

五
条

地
下
鉄
烏
丸
線

堀
川
通

J
R
山
陰
本
線

地下鉄
東西線

石田
大山交差点

武田総合病院

なごみの里
病院

石田

六地
蔵

六
地
蔵

京
阪
宇
治
線

J
R
奈
良
線

六
地
蔵

36

ＪＲ奈良線

宇治
郵便局

レインボー
コーナン

至 宇治

近
鉄
京
都
線

近
鉄
京
都
線

小
倉

小倉

島本町
役場

ローソン
コープ

トッパン

るりの詩
保育園

・認定こども園
　ゆいの詩
・こども発達支援
　Cocoro島本

名
神
高
速
道
路

J
R
京
都
線

島
本

水
無
瀬

阪
急
京
都
線

特
集

孤
独
・
孤
立
対
策

障害者支援施設

障害者支援施設

今
号
は「
孤
独
・
孤
立
対
策
」を

テ
ー
マ
に
お
送
り
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
と
向
き
合
う
編
集
部
か

ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
メ
ン
ト

を
、
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化

し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
孤
独
・

孤
立
の
問
題
が
顕
在
化
・
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。「
共
生
・
共

助
の
地
域
づ
く
り
」に
向
け
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
の
様
々

な
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、

孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。（T.O

.

）

寂
し
い
と
感
じ
る「
孤
独
」と

客
観
的
な
状
況
と
し
て
の「
孤

立
」の
関
連
性
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
人
は
、
他

者
と
の
連
続
す
る
関
係
性
の
中

で
自
分
を
見
出
し
、
生
き
る
意

味
や
価
値
を
模
索
す
る
の
だ
と

考
え
る
と
、
多
様
化
す
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
様
々
な

形
で
つ
な
が
れ
る
場
が
も
っ
と

も
っ
と
必
要
な
の
だ
と
感
じ
ま

す
。（A

.S.

）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
収
束
し
た
後
も
、
孤
独
・
孤
立
の
問

題
は
な
く
な
っ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

国
が
実
施
し
た
「
孤
独
・
孤
立
の
実
態

把
握
に
関
す
る
全
国
調
査
」（
令
和
5

年
）
に
よ
る
と
、
約
8
割
の
人
に
孤

独
感
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
傾
向

は
令
和
3
年
調
査
・
令
和
4
年
調
査

と
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
我
が
国
で
は
、
単
身
世
帯
や
単

身
高
齢
世
帯
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題
の
深
刻
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
3
年
2
月
に
内
閣
官
房
孤
独
・

孤
立
対
策
室
を
設
置
し
、「
孤
独
・
孤

独
対
策
の
重
点
計
画
」
の
策
定
や
孤

独
・
孤
立
の
実
態
把
握
に
関
す
る
全
国

調
査
、
南
山
城
学
園
も
参
画
す
る
「
孤

独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
な
ど
、
孤
独
・
孤
立
対
策

を
進
め
る
う
え
で
の
体
制
整
備
が
図
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
6
月
に
は
、「
孤
独
・
孤

立
に
悩
む
人
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
社
会
」、「
相
互
に
支
え
合
い
、
人
と

人
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
生
ま
れ
る
社

会
」
を
目
指
し
、
孤
独
・
孤
立
対
策
推

進
法
が
成
立
し
、
令
和
6
年
4
月
よ

り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
法
律
が
目

指
す
社
会
と
基
本
理
念
は
、
南
山
城
学

園
が
実
現
を
目
指
す
「
利
用
者
の
幸
福

追
求
、
共
生
・
共
助
の
地
域
づ
く
り
、

い
つ
で
も
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
」
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
り
深
刻
化
、
顕
在
化
し
て
い
る
孤

独
・
孤
立
へ
の
支
援
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
重
要
な
使
命
と
役
割
の
一
つ
で
あ

孤独・孤立対策

特 集

社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
対
策

特集　孤独・孤立対策

孤独・孤立の問題は、新型コロナウイルス感染拡大の影響などにより一層深刻な社
会問題となっていることに加え、単身世帯や単身高齢者世帯の増加などによりさらな
る深刻化が懸念されています。こうした中で、令和6年4月1日に「孤独・孤立対策
推進法」が施行され、「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」を中心とした
孤独・孤立対策の取り組みが進められています。そこで今回は、孤独・孤立対策の
動向とともに、社会福祉法人の強みを活かした南山城学園の孤独・孤立対策の取り
組みをご紹介します。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
、
未
婚
化
・
晩
婚
化
な
ど
の
社
会
構

造
の
変
化
に
よ
り
家
族
や
地
域
、
職
場

な
ど
に
お
け
る
人
と
人
と
の
「
つ
な
が

り
」
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

な
ど
に
よ
る
人
と
人
と
の
接
触
機
会
の

減
少
が
長
期
化
し
、
孤
独
・
孤
立
の
問

題
が
顕
在
化
・
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

り
、
南
山
城
学
園
も
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
顕
在
化
し
て
い
る
孤

独
・
孤
立
へ
の
支
援
は
、
社
会
福
祉
法

人
の
重
要
な
使
命
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
が
培
っ
て
き
た
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ

ウ
、
地
域
の
関
係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の

相
談
対
応
、
配
食
、
見
守
り
、
子
ど
も

食
堂
等
の
居
場
所
づ
く
り
、
交
流
の
場

の
提
供
な
ど
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
状
況

孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
の
成
立

社
会
福
祉
法
人
の
強
み
を
活
か
し
た

取
り
組
み
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04 03

就職活動の情報交換、ひきこもり状態の方の居場
所、就労中の方の交流の場を提供するため、令和元
年に「夜カフェ」をオープン。毎月第1金曜日の
17: 00～19:00の時間限定で料金は無料、予約制で
15歳から49歳までの方ならどなたでも参加可能。
毎回10名程が参加され、働くことに不安のある方
が先輩からアドバイスをもらったり、一人で静かに
本を読んだり、カードゲームで盛り上がったりと、
思い思いに過ごせる交流スペースの役割を果たして
います。コロナ禍を機に月1回から2回Zoomカフェ
も開催。コロナ禍が明けた現在でも、気軽に交流を
持てる場として継続しています。

サザン京都が参画している山城地域ひきこもり
支援会（通称：SHY会）では「SHYなマルシェ」
を主催。奇数月の第4水曜日に近鉄新田辺駅キ
ララ商店街にてブースを設け、出店。得意なこ
とを活かして社会とゆるやかにつながる機会に
なっています。

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
・
協
働
の
も
と
、

孤
独
・
孤
立
対
策
に
取
り
組
む

地域の介護予防
高齢者が孤独・孤立にならない地域づくりのために

介護老人保健施設煌（きらめき）、高齢者デイサービスセンターすまいる及び身
体障害者デイサービスセンターすいんぐでは、介護予防を主眼に置き、健康や生
活に不安を覚える高齢者を周りの住民が支える地域づくりを目指して、様々な取
り組みを続けています。

介護教室

ひきこもり支援
社会とのゆるやかなつながりを

サザン京都は、ひきこもり経験のある方の就労支援をはじめ、「はたらく」と「はたらきつづける」をトー
タルでサポートし、社会との緩やかなつながりづくりを目指しています。

こども食堂「あんさんぶる」（城陽・醍醐・島本）
こどもたちが気軽に集うコミュニティとして

介護が必要となった人を周りの人たちが
支え、自分らしく生活するための知識や
ノウハウを知っていただく介護教室を平
成25年からスタート。令和6年度は煌の
職員が講師を務め、認知症についての講
習や、在宅でもできる体操を実施。家庭
での介護に関するお困りごとを気軽に相
談できるコーナーなども設け、23名の
地域の方々が参加。

地域の方々の介護予防にも貢献したい。
その想いから、平成28年度から煌があ
る長池地区の「長池長寿会」のみなさん
に、高齢者が安心して使用できるリハビ
リ機器を開放。令和6年度は第2・第4土
曜日に定期開放し、毎回15名前後の方
が参加。当初は、慣れないマシーンの扱
いに遠慮気味でしたが、現在では積極的
にマシーンを使用されています。

すまいる及びすいんぐでは、令和4年度
から健康体操教室を開催。棒体操、レッ
ドコードを使った機能訓練、脳トレやコ
グニサイズなどの多彩なプログラムを実
施しています。

地域の公民館で「長池長寿会」のみなさ
んとお家でできるプロのヨガ講師による
教室を開放。1時間ほどかけてヨガを体
験され、「これなら家でできるわ」と楽
しそうにお話されていました。

● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ●

リハビリ機器無料開放

健康体操教室ヨガ教室

夜カフェ

SHYなマルシェ

S o m e t h i n g  N e w

法人の城陽エリア、醍醐エリア、島本エリアにおい
て、こども食堂「あんさんぶる」を毎月開催してい
ます。法人職員をはじめ、地域のボランティア、学
生ボランティア、民生委員、行政職員、保護者らが
参加し、宿題をしたり、カードゲーム、ボードゲー
ムで遊んだり、季節イベントや防災に関わる体験な
ど、様々な企画も実施。地域のこどもたちが、気兼
ねなく寄り合える場所を目指しています。
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きょうだい児の会
カフェを様々な交流の場に

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
と
社
会
と

の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
生
活
困
難
が
生

じ
る
「
社
会
的
孤
立
」
の
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
社
会
的

孤
立
」
の
状
態
に
あ
る
方
々
は
複
合

化
・
複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
こ
う
し
た
方
々
と
い
か

に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
若

者
の
ひ
き
こ
も
り
だ
け
な
く
、
中
高
年

の
ひ
き
こ
も
り
が
今
後
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
退
職
後
の
男
性
は
家

族
以
外
に
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な
い

方
が
多
く
い
ま
す
。

藤
松
先
生　
「
社
会
的
孤
立
」
の
状
態

に
あ
る
方
々
を
重
層
的
に
支
え
る
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
際
、
ま
ず
は
、
市
区
町
村
単
位
で
行

政
が
、「
社
会
的
孤
立
」
を
は
じ
め
困

難
な
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る

土
台
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

　

一
方
で
、
出
生
数
は
減
少
し
、
合
計

特
殊
出
生
率
も
低
下
し
続
け
て
お
り
、

少
子
化
が
進
行
し
、
日
本
は
人
口
減
少

社
会
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

少
子
化
・
高
齢
化
対
策
だ
け
で
は
不
十

分
で
、
人
口
減
少
社
会
を
前
提
と
し
た

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
若
者
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
、
す
べ
て
の
年
齢
階
層
の
方
が
、
社

会
活
動
に
参
加
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

藤
松
先
生　
京
都
市
を
例
に
挙
げ
ま
す

と
、「
京
・
地
域
福
祉
推
進
指
針
」（
令

和
6
年
3
月
）
で
示
し
た
と
お
り
、

京
都
市
の
人
口
は
近
年
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
世
帯
数
は
増
加
し
、
世
帯
規
模

は
縮
小
の
傾
向
に
あ
り
、
単
独
世
帯
数

は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
、
小
家
族
化
・
核
家
族
化
が
顕
著
で

す
。
ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
割
合
は
上

昇
し
て
お
り
、
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
世
帯
・
高
齢
夫
婦
世
帯
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
期
の
方
々
を

ど
の
よ
う
に
支
え
る
の
か
が
大
き
な
課

題
で
す
。

れ
を
ベ
ー
ス
に
し
、
南
山
城
学
園
を
は

じ
め
と
す
る
支
援
関
係
機
関
が
分
野
横

断
的
に
連
携
し
て
支
援
す
る
重
層
的
な

支
援
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
上
で
、
地
域
の
住
民
同
士
の

支
え
合
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
め

る
こ
と
で
、
誰
も
が
地
域
か
ら
孤
立
し

な
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

ま
た
、
各
支
援
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
点
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
動
く
の
で
は

な
く
、
地
域
を
面
と
し
て
捉
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
団
体
と
連
携
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例

え
ば
、
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
の
方
へ

の
支
援
に
あ
た
っ
て
は
、
な
か
な
か
専

門
職
の
支
援
関
係
機
関
だ
け
で
は
対
応

が
難
し
い
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、

京
都
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
、
大
学

生
と
う
ま
く
連
携
し
て
中
高
年
の
ひ
き

こ
も
り
の
方
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

こ
と
等
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
後
は
、
若
者
や
中
高
年

の
方
と
い
っ
た
年
齢
別
の
孤
独
・
孤
立

対
策
だ
け
で
な
く
、
外
国
に
ル
ー
ツ
が

あ
る
方
々
が
地
域
の
中
で
「
社
会
的
孤

立
」
の
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
な
取
り

組
み
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

藤
松
先
生　
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
そ

の
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
利

用
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
福
祉
法
人
が“

地
域
の
財

産”

と
し
て
、
孤
独
・
孤
立
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
生
活
課
題
に
果
敢
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
山
城
学

園
の
利
用
者
や
そ
の
家
族
も
地
域
社
会

の
一
員
で
す
。
こ
う
し
た
視
点
を
持

ち
、
南
山
城
学
園
が
培
っ
て
き
た
専
門

性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地
域
の
中
で
還
元
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
際
、

従
来
の
よ
う
な
福
祉
関
係
機
関
だ
け
で

な
く
、
例
え
ば
、
地
域
の
中
で
多
文
化

共
生
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
生
活
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

佛教大学社会福祉学部 教授

藤松  素子  先生

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
生
活

実
態
と
孤
独
・
孤
立
の
問
題
の
背
景

に
つ
い
て

今
後
の
孤
独
・
孤
立
対
策
の
方
向
性

に
つ
い
て

孤
独
・
孤
立
対
策
に
お
け
る
社
会
福

祉
法
人
の
役
割
と
南
山
城
学
園
へ
の

期
待
に
つ
い
て

　
南
山
城
学
園
で
は
、
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
専

門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
地
域

社
会
に
お
け
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
率
先

し
て
取
り
組
み
、「
共
生
・
共
助
」
の

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
深
刻
化
、
顕

在
化
し
た
孤
独
・
孤
立
の
問
題
に
対

し
て
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
今
後

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
孤
独
・
孤
立
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
福
祉
研
究
が
ご
専
門
で
、

京
都
市
社
会
福
祉
審
議
会
地
域
福
祉

専
門
分
科
会
分
科
会
長
で
あ
る
佛
教

大
学
社
会
福
祉
学
部
の
藤
松
素
子
教

授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Interview
学識経験者への
インタビュー

● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ● ▲ ●

S o m e t h i n g  N e w

● 国レベルの孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム
● 京都市孤独・孤立に関する連携協定（地方版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム）
● 日本地域福祉学会団体会員

＜孤独・孤立対策に向けて南山城学園が参画する団体＞

　法人のカフェでは、これまでも親子で楽しめるパン
教室、絵本カフェ、キッズカフェ、マルシェ、お祭り
などの企画を実施。地域の方の様々なニーズに沿う取
り組みを続けていきます。
　昨年度、カフェさぴゅいえで、龍谷大学政策学部の
深尾ゼミ生が主催する「きょうだい児の会」を開催。
きょうだい児とは、病気や障害のある兄弟姉妹がおら
れる人のこと。兄弟姉妹としての、お互いの体験や悩
みをシェアして、気持ちを共感し合い、「ひとりでは
ない」ことを感じられる機会となりました。


